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今 和 6年 度

「高 等 教 育 の 修 学 支 援 新 制 度」

申 請 書 類

・様式第2号の I一②

・様式第2号の2-②

・様式第 2号の 3

・様式第2号の4-②

・様式第2号の4-② (別紙)

・実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

・学校関係者評価報告書



様式第2号の1-② 【(1)実務経験のある教員等による授業科日の配置】
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学 。高等専門学校は、様式第 2号の 1
-①を用いること。

学校名 大阪歯科学院専門学校
設置者名 一般社団法人 歯英会

1.「実務経験のある教員等による授業科目」の数

課程名 学科名

夜間・

通信

制の

場合

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数

省令で定める

基準単位数又

は授業時数

配

置

困

難

歯科衛生士専門

課程

歯科衛生士学科
夜 ・

通信
2,658時間 240時間

夜 。

通信

夜 ・

通信

夜 ・

通信

(備考)

2.「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法

ホームページ  → 学校案内 https:〃 w、町「.odico ac.jp/c01lege
→ 右側にある項目「高等教育の修学支援制度」をクリック

3.要件を満たすことが困難である学科
学科名

(困難である理由)



様式第2号の2-② 【12)―②外部の意見を反映することができる組織への外部人
材の複数配置】

※ 様式第 2号の 2-①に掲げる法人以外の設置者 (公益財団法人、公益社団法人、医療法
人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等)は、この様式を用いること。

学校名 大阪歯科学院専門学校

設置者名 一般社団法人 歯英会

1.大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織
名称 一般社団法人歯英会理事会・一般社団法人歯英会社員総会

役割

この法人は、歯科医療従事者の育成に関する事業を行い、歯科医療

に寄与することを目的とする。その目的を達成するため、歯科衛生士

を養成する学校の設置及び管理運営 (業務執行の決定、監督等)を行
う。

理事会と社員総会において、上記の運営を遂行するための協議を行
つている。

2.外部人材である構成員の一覧表
前職又は現職 任期 備考 (学校と関連する経歴等)

耳鼻咽喉科医院勤務

(2001.4.1～ 2008.9,30)

無職 (専業主婦)

(2008。 10,1～ )

2024.5,29-

2026.5,31

医療関係に対する専門的な知見

を有する。

税理士事務所経営

(1997,4.1～ )

2020.5,30-

2025,3,31

財務体制に対する専門的な知見

を有する。

歯科医院勤務

(1991.4.1～ 1995.3.31)

歯科医院経営

(1995.4.1～ )

1991.5,30-

2025,3,31

学校運営・臨床現場での専門的な

知見を有する。

税理士事務所勤務

(1997.7.1～ )

2020.5,30-
2025,3,31

財務体制に対する専門的な知見

を有する。

(備考)



様式第2号の3【 (9厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】

学校名 大阪歯科学院専門学校

設置者名 一般社団法人 歯英会

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要
1.授業科 目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法
や基準その他の事項を記載 した授業計画書 (シラバス)を作成 し、公表 し

ていること。

(授業計画書の作成・公表に係る取組の概要)

教務会において毎年度シラバス作成会議を開催し、各教科の重点課題について協議
を行う。教務主任及び教科担当者は 【シラバス作成に係る取り組み】の重点課題を踏
まえた上でシラバスを作成し、年間授業計画案を作成する。

新入生には入学後のオジエンテーションにて説明し、在校生には年度の始業日に説

明している。

【シラバス作成に係る取り組み】
。一般目標 。到達目標
。成績評価の方法・基準
・教育項目について
・授業内容
・教科書の選定
。授業スケジュール

・担当教員の選定
。その他の必要事項

授業計画書の公表方法

「シラバス (刊行物)」 第 1学年・第 2学年 。第 3学年「年
間授業時間割 (刊行物)」 「月別時間割 (刊行物)」 による公

表 (事務所内にて閲覧可、請求により郵送)

2.学修意欲の把握、試験や レポー ト、卒業論文などの適切な方法により、
学修成果を厳格かつ適正に評価 して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。

(授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要)

単位の認定は、単位認定試験及び実習試験、ならびに平素の成績により行つている。

また、歯科衛生士養成所指定規則別表の備考に定める大学、高等専門学校、養成施設

に存学していた者に係る単位の認定については、本人からの申請に基づき、個々の学

修内容を評価し、本校における教育内容に該当すると認められる場合には、総取得単

位数の 2分の 1を超えない範囲で本校における履修に替えている。
1単位の授業時間数は、講義及び演習については 15時間から30時間、実習及び実技
については 30時間から45時間の範囲で定めている。臨地実習については、 1単位を
45時間の実習をもつて構成している。

試験の方法は、授業を行った全科目並びに実習について、毎学期の終わりに行い、

その成績評価は、優 80点以上 良 70点以上 可 60点以上 不可 59点以下として、
優、良、可は合格、不可は不合格としている。単位認定試験及び実習試験の成績に不

合格の学科目がある者に対しては、再試験を行つている。但し、各学科目の授業時間

数の 3分の 1以上欠席した者及び所定の学費を完納しない者は、試験を受けることが



できない。

3 .成績評価において、GPA等の客観的な指標を設定し、公表するとと
もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。
(客観的な指標の設定 。公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要)

全科目の試験点数の総合計〕点により成績順位を設け、総合計,点の平均J煮及び成績下

位者 (下位 1/4者 )を把握している。
また、出席及び欠席等も一覧表に纏めて把握している。

学年度末には、学生本人及び保護者に成績表を送付し、全科目の成績、取得単位数、

総合計点、成績順位、出席すべき日数、欠席日数等を記載連絡している。

客観的な指標の

算出方法の公表方法

「学則」
httpsi//pl.ssl― dl.jp/d1/49825-

2cd8465c04d5e78421e97324aOfb75cc

4.卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施 して
いること。

(卒業の認定方針の策定 。公表・適切な実施に係る取組の概要)

進級及び卒業の認定は、単位認定試験の成績、出席状況ならびに平素の成績につい

て評定の上、教務会の議を経て学校長が行 う。

第 1学年において履修すべき単位のうち、4単位を未取得の者は留年とする。第 2
学年において履修すべき単位のうち、3単位を未取得の者及び第 1学年と第 2学年に
おいて履修すべき単位のうち、通算して4単位を未取得の者は留年とする。第 3学年
において履修すべき総単位のうち、 1単位でも未取得の単位があるものは留年とす
る。

上記所定の課程を修了したと認めた者には卒業を認定する。

卒業の認定に関する

方針の公表方法

「学則」
httpsi//pl,ssl一 dl.jp/dと/49325-

2cd8465c04d5e78421e97324aOfb75cc



様式第2号の4-② 【惚)財務。経営情報の公表 (専門学校)】
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学 。高等専門学校は、様式第 2号の4
-①を用いること。
学校名 大阪歯科学院専門学校

設置者名 一般社団法人 歯英会

1.財務諸表等
財務諸表等 公表方法

貸借対照表
「一般社団法人歯英会 決算書類 (刊行物)」 によ

る公表 (事務所内にて閲覧可、請求により郵送)

収支計算書又は損益計算書 同 上
財産目録 同 上
事業報告書 同 上
監事による監査報告 (書 ) 同 上

2.教育活動に係る情報
①学科等の情報

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

医療
歯科衛生士

専門課程
歯科衛生士学科 ○

修業

年限
昼夜
全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数

開設している授業の種類

講義 演習 実習 実験 実技

3

年

昼 2, 658

単位

1,263

単位時間

/単位

単位時間

/単位

1,395

単位時間

/単位

単位時間

/単位

単位時間

/単位

単位時間/単位

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数

150人 151人 0人 9人 42人 51人

カヅキュラム (授業方法及び内容、年間の授業計画)

(概要)「シラバス」第 1学年 。第 2学年・第 3学年 (刊行物)
「年間授業時間割」 「月別時間割表」 (干1行物)

教務会においてシラバス作成会議を開催し、各教科の重点課題について協議を行う。

教務主任及び教科担当者は上記の重′煮課題を踏まえた上でシラバスを作成し、年間授

業計画案を作成する。

新入生には入学後のオリエンテーションにて説明し、在校生には年度の始業日に説

明している。

成績評価の基準・方法

(概要)「学貝1」
httpsi//pl,ssl― dl.jp/d1/49325-2cd8465c04d5e78421e97324aOfb75cc

(授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要)

単位の認定は、単位認定試験及び実習試験、ならびに平素の成績により行っている。

また、歯科衛生士養成所指定規則別表の備考に定める大学、高等専門学校、養成施設

に在学していた者に係る単位の認定については、本人からの申請に基づき、個々の学

修内容を評価し、本校における教育内容に該当すると認められる場合には、総取得単

位数の 2分の 1を超えない範囲で木校における履修に替えている。



1単位の授業時間数は、講義及び演習については 15時間から30時間、実習及び実技
については 30時間から45時間の範囲で定めている。臨地実習については、1単位を
45時間の実習をもつて構成している。
試験の方法は、授業を行つた全科目並びに実習について、毎学期の終わりに行い、

その成績評価は、優 80点以上 良 70点以上 可 60点以上 不可 59点以下として、
優、良、可は合格、不可は不合格としている。単位認定試験及び実習試験の成績に歩

合格の学科目がある者に対しては、再試験を行っている。但し、各学科目の授業時間

数の 3分の 1以上欠席した者及び所定の学費を完納しない者は、試験を受けることが
できない。

上記の学則等により、単位授与または履修認定の厳格かつ適正な実施を行つてい

る。

卒業・進級の認定基準

(概要)「学則」
https://pl.ssl― dl.jp/d1/49325-2cd8465c04d5e78421e97324aOfb75cc

進級及び卒業の認定は、単位認定試験の成績、出席状況ならびに平素の成績につい

て評定の上、教務会の議を経て学校長が行う。

第 1学年において履修すべき単位のうち、4単位を未取得の者は留年とする。第 2
学年において履修すべき単位のうち、3単位を未取得の者及び第 1学年と第 2学年に
おいて履修すべき単位のうち、通算して 4単位を未取得の者は留年とする。第 3学年
において履修すべき総単位のうち、 1単位でも未取得の単位があるものは留年とす
る。

上記所定の課程を修了したと認めた者には卒業を認定する

学修支援等

(概要)ク ラス担任制、個別面談、三者面談等を行い、きめ細やかな学習支援を行っ

ている。

卒業者数、進学者数、就職者数 (直近の年度の状況を記載)

卒業者数

m歳州 0人

(0%)

48人

(100%)

0人

(0%)

(主な就職、業界等) 歯科医院

(就職指導内容) 求人票の見方 (特に保険等)から説明し、①職場を見学させてもら
い、良かったら②面接をして、就職を決める2ステンプ制を主に指導

(主な学修成果 (資格・検定等))歯科衛生士

(備考)(任意記載事項)



中途退学の現状

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率

154人 13人 8.4%

(中途退学の主な理由)

進路変更、学業意欲の低下、学業不振、怪我、妊娠

(中退防止 。中退者支援のための取組 )

学生のさまざまな悩みに対応する為にクラス担任制及び相談窓口を設け、個人面

談・三者面談等を行つている。

また、学生の出席状況、成績等を把握し、学生に働きかけている。

②学校単位の情報
a)「生徒納付金」等

b)学校評価

学科名 入学金
授業料

(年間)
その他 備考 (任意記載事項)

歯科衛生士

学科
200,000円 550,000円 250,000円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

修学支援 (任意記載事項)

自己評価結果の公表方法

(ホームページア ドレス又は刊行物等の名称及び入手方法)
「令和 5年度 自己J点検・自己評価」 (〒U行物 )
請求にて郵送

学校関係者評価の基本方針 (実施方法・体制)

学校関係者評価において、自己評価結果の客観性、透明性を高め、学校運営の改善

を図る。

業界関係者 4名、監事 1名

学校関係者評価の委員

所属 任期 種別

一般社団法人歯英会 1991.5.30-2023.5,25

(任期終了)

業界関係者

一般社団法人歯英会 1988.5.22-2025.3.31

(任期更新)

業界関係者

井関税理士事務所 2020.5.30-2025.3.31

(任期更新 )

監事

一般社団法人歯英会 2019,3.28-2025.3.31

(任期更新 )

業界関係者



一般社団法人歯英会 2024.5.29-2026.5,31

(新規就任 )

業界関係者

学校関係者評価結果の公表方法

(ホームページア ドレス又は刊行物等の名称及び入手方法)
「令和 4年度 学校関係者評価報告書」 (fU行物)
請求にて郵送

第二者による学校評価 (任意記載事項)

c)当該学校に係る情報
(ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法)
https,//1-.odic.ac.jp/



(別紙 )

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※ 以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄 (合計欄を含む。)について、該当する人数が1人以上10人以
下の場合には、当該欄に「一」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載する
こと。

学校コー ド (13桁 ) H127310000291

学校名 (oo大学等) 大阪歯科学院専門学校

設 置者 名 (学校法人OO学園 等) 一般社団法人 歯英会

1.前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

における
学の支援に関する法律施行令 (令和元年政令第 49号)第 2条第 1項第 1号、第 2号、第 3
号、第 4号に掲げる区分をいう。

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

2.前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取
消しを受けた者の数

(1)偽 りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより
認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

いて、 I Ⅱ Ⅲ Ⅳ は、そ

前半期 後半期 年間

支援対象者 (家計急変
による者を除く)

39人 86人 40人

第 I区分 25人 25人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

内

訳

第Ⅳ区分 0人 0人

家計急変による
支援対象者 (年間)

0人

合計 (年間) 40人

(備考 )



右以外の大学等

短期大学 (修業年限が 2年のものに限り、認定専
攻科を含む。)、 高等専門学校 (認定専攻科を含
む。)及び専門学校 (修業年限が 2年以下のもの
に限る。)

年 間 前半期 後半期

修業年限で卒業又は修了で
きないことが確定

0人 0人

修得単位数が標準単位数の
5割以下
(単位制によらない専門学校に
あつては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の 5割以下)

0人 0人 0人

出席率が 5割以下その他学
修意欲が著しく低い状況

0人 0人 0人

「警告」の区分に連続して
該当

0人 0人 0人

計 0人 0人

(備考 )

(2)適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃上の区分に該当したことによ
り認定の取消しを受けた者の数

※備 は、特記 項がある に記載すること。

上記の (2)
しく不良であ
定の効力を失

ン９
こ
た

の
る

つ

ち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著
とについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡つて認
者の数

右以外の大学等
短期大学 (修業年限が 2年のものに限り、認定専攻科を含む。)、 高
等専門学校 (認定専攻科を含む。)及び専門学校 (修業年限が 2年以
下のものに限る。 )

年間 0人 前半期 0人 後半期 0人

(3)退学又は停学 (期間の定めのないもの又は 3月 以上の期間のものに限る。)の処分を
受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

イこ

退学 0人

3月 以上の停学 0人

年間計 0人

(備考 )

※備考 カ る る こ



3.前年度に授業料等減免対象者 としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定
の効力の停止を受けた者の数

停学 (3月 未満の期間のものに限る。)又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の
停止を受けた者の数

※ イま 特記事項 に る こ

4 にお る の の

あ る に記載すること。

差

|ま

3月 未満の停学 0人

訓告 0人

年間計 0人

(備考 )

右以外の大学等

短期大学 (修業年限が 2年のものに限り、認定専
攻科を含む。)、 高等専門学校 (認定専攻科を含
む。)及び専門学校 (修業年限が 2年以下のもの
に限る。 )

年 間 前半期 後半期

修得単位数が標準単位数の

6割以下
(単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の6割以下)

0人 0人 0人

GPA等 が下位 4分の 1 0人 0人 0人

出席率が 8割以下その他学
修意欲が低い状況

0人 0人 0人

計 0人 0人 0人

(備考 )



実務経験のある教員等による授業科目の一覧表 (様式2号の1関係)

設置者名   一般社団法人 歯英会

学校名  大阪歯科学院専門学校

学科名 輿務経験のある牧員等による授業科目名

実務経験のある
教員等による授
集科目の単位
数又は事業時
数

省令で定める基
準単位数又は
授業時間数

歯科衛生士学科 生理学 16

心理学 16

英語 16

歯科英語 lG

社会学 32

歯科医療倫理 32

行動科学 32

解割学 32

生理学 16

病理学 16

口腔解剖学 48

口腔生理学 16

口腔病理学 16

欧生物学・口腔徴生物学 32

薬理単・歯科薬理学 32

生化学 32

衛生・公衆衛生学 32

衛生行政・社会福祉 32

歯科衛生士概論 16

歯科臨床概論 16

歯科予防処置論 I― I 60

歯科予防処置論 I― 狂 45

歯科保健指導論 I― I 30

歯科保健指導論 I― Ⅱ 45

栄養指導 30

歯科診療補助論 I― I G0

歯科診療補助論 I― I 90

社会人マナー 16

看護概論 lG

日腔衛生学 4日

80

衛星統計学統計学 16

歯科保存学 保存修復学 16

歯科保存学 歯内療法学 16

歯科保存学 歯周病学 16

歯科補綴学 I 16

歯科補綴学Ⅱ 16

口腔外科学 16

小児歯科学 16

嬌正歯科学 16

高齢・障害者歯科 48

歯科予防処置論エー I 60

歯科予防処置論 I― エ 45

歯科保健指導論エー I 30

歯科保健指導論エー I 45

歯科診猿補助論Ⅱ― I 30

歯科診療補助論Ⅱ―Ⅱ 90

臨地実習 I 360

介護福祉論 60

歯科予防処置論Ⅲ― I 30

歯科予防処置論皿―Ⅱ 45

歯科保健指導論Ⅲ― I 3C

歯科保健指導論Ⅲ―エ 45

歯科診療補助論Ⅲ― I 30

歯科診療補助論Ⅲ―圧 45

臨地実習Ⅱ― I 360

晦地実習エーエ 180

情報処理 45

歯科衛生士学科 合計 2658 240



令和4年度 学校関係者評価報告書

大阪歯科学院専門学校
学校関係者評価委員

一般社団法人歯英会 大阪歯科学院専門学校 学校関係者評価委員は、「令和4年度自己点検・自己評価報告書」の結果に基づいて

学校関係者評価を実施したの、で、下記のとおり報告します。

1学校関係者評価評価委員

区分

業界関係者    渡瀬 良平
業界関係者    上野 秀和
監事(税理士)  井関 文洋
業界関係者    上垣内 賢一

2令和4年度自己′煮検・自己評価における学校関係者評価

3総 評

「
∫L9項 日に対し、委員による評価は良攻Fであつたことから、大 |,丈歯科学院専lltl学校の教育活動、学校連営は、概ね高い水準で維持されているものと評価する。

方で、実践的な臨床教育の整備 1佐びに学生の学カトJ生のlF又燕Hこ対し、常に時代のニーズに F、 11した対応を行い、教育の質の向 上に、なお
‐層の努力を望みます。

以 上

評価項目 評価 評価に対する今後の学校の取り組み

1教育理念・目的
育成人材像

きめ熟1やかな指導のもと、教育理念・日標を定め、医療人として真に求め

られる人材の合成に努力している。

・学生の多様化に対応できる教育体 t刷、学習意欲の維持向 との取り率ととみが

なされている。

・社会のニーズを踏まえた、新たな知識・技術を長供する機会を拡充するとともに、

学生個々の能力に応じた効率的な個別指導などを実施していく。

・他行とのた別化を図つた学校づくりを目指していく。

2学校運営 下
Jf業副画通りに進んでいる。また運営組織やその意思決定の過程も明らか

になっている。

教職員の意見を採り入れながら学校運営方針を定めている点は紫R肯らしい。

教職員一同、法令倫Alに則つた、適切なコンプライアンス体制を構築し、

それらを失通意識として共有することで、法令llナ頁守を徹底していく。

3教育活動 ・国家試験の合格率が平均以 ドである。もう少し教育水準を Lげる必要がある。

・実践的な技術の獲得、医療人としての人 FΠ形成、モラルや学習意欲の問題、

学生の習熟度など、15〔り組むべき課題に取り組んでいる。

・臨床実習を含めた臨床教育の充実、授業の理解が遅れがちな学生への対応

新型コロナに対する指導など、教育活I力全体にわたつて評価できる。。

・次は国家試験合格率 100%を達成できるよう1こ対策授業を に大したい。

・学生に対応する時は、必ず複数人の教職員で対応する。

・職来専門学1文の心構えや雰 ,日気をより構築していく。

4教育成果 数名の国家試験の不合格者が出ている。恩白を分析し指導方法及び対策

を見直したい。

退学の要囚となる学習意欲の低 Fや、成績不良への対策として、担任等

による定期的な面談が、効果を上げている。

卒業生の医療現場での活 !ユ雲が評価を得て、後輩への求人数は井常に多く

就職についても問題はない。また、それは、広報活動にもつながつている。

・号き統き、毎年の国家試験全員合格を目指す。

・成絞不良考に対する面談や、補習授業・保護者との連携を通じて、学生の学習

意欲の向上を図り、学力の向 にと避学率の低減に努める。

・卒業後の動向、業界関係者への情報収集を行い、それらの情報を花学生・

保護者 受験生に提供していく。

5,学生支援 就耳識支援、学生相談、奨学金制度等、様々な方法で、学生支援を行つている。

クラス担任制度により、学生の精神的なケアも充実している。

業界のニーズに,ぶえて、卒来̀上に
へのサポート体lilをより充実して欲しい。

・母子家庭の増)J11に伴い、各種面談を通して家庭環境を杷撮し、各学生に

応じた適,lな対テきをしていきたい。

・卒業生への再就耳破サポートは従来より行っているが、利用者が少ない。

ますます増えている業界のニーズに応える為にも十分な対応を行いたい。

・学生に寄り添つた支援をしていく。

6,教育環境 ・定期的な防災訓l末の実施やAEDの設置など、防災への取り組みは評価できる。

・各教室や実習室に大型空調機の人れ替えも行い、施設・設備等は充実して

いて、特に問題はない。

・多方面の臨床実習施設との連携も行われている。

設備・施設にl}日 して、定期的な見直しと、市十画的に更新し充実させていく。

社会のニーズに合わせた、臨床実習ができるように、実習施設の充実を図る。

7学生募集と受け入れ ,大阪府専修学校各種学校連合会の規定や法令に則り、適切に学生募集が
行われている。

・学校見学会の参加者から出願に槃がり、早期に募集定員に達している。

・高校生の視点に立った学生募集活動を行つている。

・本校の教育成果を含めた具体的な情報を提示することで、本校の魅力を伝える。

高校生・高校の教員イRlが求めている情報をT,F示 し、他校との差別化を図る。

・学校見学会参加者から評11の 高い在使生の学校見学会のお手伝いを

今後も同様に続けていく。

・学校のホームページの充実を図つていく。

8,財務 ・借入金もなく、健全な学校経営により安定した財務基盤を築いている。

・厳しい学生募集状況が続くことにより、財務基盤が弱体化する恐れもあるため、

安定した学生の確保と退学防止及び経費削減になお 一層努める必要がある。

・健全な学校経営を維持するとともに、学′と募集の強化、在校生の迅学率

のl氏減、経費肖1減に歩J〔める。

・設備の定期的な更力́のためにも計画を立て、十分ll備をしておく必要がある。

9法令等の遵守 ・自己点検。自己評価を行うと共に、それらの情報を公開する必要がある。

・個人情報保護法に基づき、厳重な管理体制となつている。

・コンプライアンス推進体制の強化が望まれる。

,法令遵守にあたつては、全教耳載員がヨンプライアンスの徹底に今後も

なお ‐Ftザl努めていく。

令和 5年 5月 25日 (木 )



今 和 5年 度

「高 等 教 育 の 修 学 支 援 新 制 度」

申 請 書 類

・様式第2号の十一②

・様式第2号の2-②

・様式第 2号の 3

・様式第2号の4-②

・様式第2号の4-② (別紙)

・実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

・学校関係者評価報告書



様式第2号の1-② 【(1)実務経験のある教員等による授業科目の配置】
※専門学校は、この様式を用いること。大学。短期大学。高等専門学校は、様式第 2号の 1
-①を用いること。

学校名 大阪歯科学院専門学校
設置者名 一般社団法人 歯英会

1.「実務経験のある教員等による授業科 目」の数

課程名 学科名

夜間・

通信

制の

場合

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時教

省令で定める

基準単位数又

は授業時数

配

置

困

難

歯科衛生士専門

課程

歯科衛生士学科
偵 ・

通信
2,658時間 240時間

夜 ・

通信

夜 ・

通信

夜 ・

通信

(備考)

2.「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法

歯科衛生士専門課程 歯科衛生士学科
httpsi//―.odic.ac.jp/college  一→ 右の「高等教育の修学支援制度」をクリック

3.要件を満たすことが困難である学科
学科名

(困難である理由)



様式第 2号の2-② 【鬱卜②外部の意見を反映することができる組織への外部人
材の複数配置】

※ 様式第2号の2-①に掲げる法人以外の設置者 (公益財団法人、公益社団法人、医療法
人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等)は、この様式を用いること。

学校名 大阪歯科学院専門学校
設置者名 一般社団法人 歯英会

1,大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織
名称 一般社団法人歯英会理事会

役割

この法人は、歯科医療従事者の育成に関する事業を行い、歯科医療
に寄与することを目的とする。その目的を達成するため、歯科衛生士

を養成する学校の設置及び管理運営 (業務執行の決定、監督等)を行
う。

理事会では、上記の運営を遂行するための協議を行つている。

2.外部人材である構成員の一覧表
前職又は現職 任期 備考 (学校と関連する経歴等)

京都医療技術専門学校

非常勤講師

(2010,4.1～ )

2007.5。 24-
2024.3.31

学校運営・教育現場に対する専門

的な知見を有する。

税理士事務所経営

(1997.4.1～ )

2020.4.1-

2024.3,31

財務体制に対する専門的な知見

を有する。

(備考)



様式第 2号の 3【儡)厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】

学校名 大阪歯科学院専門学校

設置者名 一般社団法人 歯英会

O厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要
1.授業科目について、授業の方法及び内容、到達 目標、成績評価の方法や基
準その他の事項を記載 した授業計画書 (シラバス)を作成し、公表 しているこ

と。

(授業計画書の作成 。公表に係る取組の概要)

教務会において毎年度シラバス作成会議を開催し、各教科の重点課題について協議を
行う。教務主任及び教科担当者は 【シラバス作成に係る取り組み】の重点課題を踏まえた
上でシラバスを作成し、年間授業計画案を作成する。
新入生には入学後のオジエンテーションにて説明し、在校生には年度の始業日に説明
している。

【シラバス作成に係る取り組み】
。一般目標 。到達目標
。成績評価の方法・基準
・教育項目について
。授業内容
・教科書の選定
。授業スケジュール

・担当教員の選定
。その他の必要事項

授業計画書の公表方法

「シラバス (刊行物)」 第 1学年・第 2学年 。第 3学年「年間授
業時間割 (刊行物)J「月別時間割 (刊行物)」 による公表 (事務

所内にて閲覧可、請求により郵送)

2.学修意欲の把握、試験や レポー ト、卒業論文などの適切な方法により、学
修成果を厳格かつ適正に評価 して単位を与え、又は、履修を認定しているこ

と。

(授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要)

単位の認定は、単位認定試験及び実習試験、ならびに平素の成績により行っている。
また、歯科衛生士養成所指定規則別表の備考に定める大学、高等専門学校、養成施設に存
学していた者に係る単位の認定については、本人からの申請に基づき、個々の学修内容を

評価し、本校における教育内容に該当すると認められる場合には、総取得単位数の 2分の
1を超えない範囲で本校における履修に替えている。
1単位の授業時間数は、講義及び演習については 15時間から30時間、実習及び実技につ
いては 30時間から45時間の範囲で定めている。臨地実習については、1単位を 45時間
の実習をもつて構成している。

試験の方法は、授業を行った全科目並びに実習について、毎学期の終わりに行い、その

成績評価は、優 80点以上 良 70点以上 可 60点以上 不可 59点以下として、優、良、
可は合格、不可は不合格としている。単位認定試験及び実習試験の成績に不合格の学科目
がある者に対しては、再試験を行つている。但し、各学科目の授業時間数の 3分の 1以上
欠席 した者及び所定の学費を完納しない者は、試験を受けることができない。



上記の学則等により、単位授与または履修認定の厳格かつ適正な実施を行っている。

3.成績評価において、GPA等 の客観的な指標を設定し、公表するとともに、
成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施 していること。
(客観的な指標の設定 。公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要)
全科目の試験点数の総合計点により成績順位を設け、総合計点の平均点及び成績下位

者 (下位 1/4者)を把握している。
また、出席及び欠席等も一覧表に纏めて把握している。

学年度末には、学生本人及び保護者に成績表を送付し、全科目の成績、取得単位数、総合
計′点、成績順位、出席すべき日数、欠席日数等を記載連絡している。

客観的な指標の

算出方法の公表方法

「学則」
httosi//ol.ssl― dl _ip/d1/49325-

2cd8465c04d5e78421e97324aOfb75cc

4.卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施 している
こと。

(卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要)
進級及び卒業の認定は、単位認定試験の成績、出席状況ならびに平素の成績について評
定の上、教務会の議を経て学校長が行う。

第 1学年において履修すべき単位のうち、4単位を未取得の者は留年とする。第 2学年
において履修すべき単位のうち、 3単位を未取得の者及び第 1学年と第 2学年において
履修すべき単位のうち、通算して 4単位を未取得の者は留年とする。第 3学年において履
修すべき総単位のうち、 1単位でも未取得の単位があるものは留年とする。
上記所定の課程を修了したと認めた者には卒業を認定する。

卒業の認定に関する

方針の公表方法

「学則 J
httos://olo ssl― dl ip/d1/49325-
2cd8465c04d5e78421e97324aOfb75cc



様式第2号の4-② 【腱)財務。経営情報の公表 (専門学校)】
※専門学校は、この様式を用いること。大学 。短期大学・高等専門学校は、様式第 2号の4
-①を用いること。
学校名 大阪歯科学院専門学校

設置者名 一般社団法人 歯英会

1.財務諸表等
財務諸表等 公表方法

貸借紺照表
「一般社団法人歯英会 決算書類 (刊行物)Jに よ
る公表 (事務所内にて閲覧可、請求により郵送)

収支計算書又は損益計算書 同 上
財産 目録 同 上
事業報告書 同 上
監事による監査報告 (書 ) 同 上

2.教育活動に係る情報
①学科等の情報

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

医療
歯科衛生士専

門課程
歯科衛生士学科

平成 6年文
部科学省公

示第 84号

修業

年限
昼夜
全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数

開設している授業の種類

講義 演習 実習 実験 実技

3

年

昼 2, 658

単位

1,263

単位時間

/単位

単位時間

/単位

1,395

単位時間

/単位

単位時間

/単位

単位時間

/単位

単位時間/単位

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数

150人 153人 0人 8人 41人 49人

カリキュラム (授業方法及び内容、年間の授業計画)

(概要)「シラバス」第 1学年・第 2学年・第 3学年 (刊行物 )
「年間授業時間割」「月別時間割表」 (刊行物)

教務会においてシラバス作成会議を開催 し、各教科の重点課題について協議を行
う。教務主任及び教科担当者は上記の重点課題を踏まえた上でシラバスを作成し、年

間授業計画案を作成する。

新入生には入学後のオリエンテーションにて説明し、在校生には年度の始業日に説

明している。

成績評価の基準・方法

(概要)「学則 J
httr)s://ol.ssl― dl. lo/d1/49325-2 cd8465c04d5o78421e97324aOfb75cc

(授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要)

単位の認定は、単位認定試験及び実習試験、ならびに平素の成績により行っている。
また、歯科衛生士養成所指定規則別表の備考に定める大学、高等専門学校、養成施設



に存学していた者に係る単位の認定については、本人からの申請に基づき、個々の学
修内容を評価し、本校における教育内容に該当すると認められる場合には、総取得単

位数の 2分の 1を超えない範囲で本校における履修に替えている。
1単位の授業時間数は、講義及び演習については 15時間から30時間、実習及び実技
については 30時間から45時間の範囲で定めている。臨地実習については、1単位を
45時間の実習をもつて構成している。
試験の方法は、授業を行った全科目並びに実習について、毎学期の終わりに行い、
その成績評価は、優 80点以上 良 70点以上 可 60点以上 不可 59点以下として、
優、良、可は合格、不可は不合格としている。単位認定試験及び実習試験の成績に不

合格の学科目がある者に対しては、再試験を行っている。但し、各学科目の授業時間

数の 3分の 1以上欠席した者及び所定の学費を完納しない者は、試験を受けること
ができない。

上記の学則等により、単位授与または履修認定の厳格かつ適正な実施を行ってい

る。

卒業 。進級の認定基準

(概要)「学則 J
httos://ol.ssl― dl. lo/d1/493

進級及び卒業の認定は、単位認定試験の成績、出席状況ならびに平素の成績につい

て評定の上、教務会の議を経て学校長が行 う。

第 1学年において履修すべき単位のうち、4単位を未取得の者は留年とする。第 2
学年において履修すべき単位のうち、3単位を未取得の者及び第 1学年と第 2学年に
おいて履修すべき単位のうち、通算して4単位を未取得の者は留年とする。第 3学年
において履修すべき総単位のうち、 1単位でも未取得の単位があるものは留年とす
る。

上記所定の課程を修了したと認めた者には卒業を認定する。

d8465c04d5e78421e97324aOfb75cc

学修支援等

(概要)ク ラス担任制、個別面談、三者懇談等を行い、きめ細やかな学習支援を行っ
ている。

卒業者数、進学者数、就職者数 (直近の年度の状況を記載)

卒業者数

m晟州 0人

(0%)

51人

(100%)

0人

(0%)

(主な就職、業界等) 歯科医院

(就職指導内容) 求人票の見方 (特に保険等)から説明し、①職場を見学させてもら
い、良かったら②面接をして、就職を決める2ステップ制を主に指導

(主な学修成果 (資格・検定等)) 歯科衛生士

(備考)(任意記載事項)



中途退学の現状

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率

161人 9人 5.6%
(中途退学の主な理由)

進路変更、海外留学、病気・体調不良、ホームシック

(中退防止・中退者支援のための取組 )

学生のさまざまな悩みに対応する為にクラス担任制及び相談窓口を設け、個人面談・

三者面談等を行っている。

また、学生の出席状況、成績等を把握し、学生に働きかけている。

②学校単位の情報
a)「生徒納付金」等

b)学校評価

学科名 入学金
授業料

(年間)
その他 備考 (任意記載事項)

歯科衛生士

学科
200,000円 550,000円 250,000円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

修学支援 (任意記載事項)

自己評価結果の公表方法

(ホームページア ドレス又は刊行物等の名称及び入手方法)
「令和 4年度 自己点検 。自己評価」 (刊行物 )
請求にて郵送

学校関係者評価の基本方針 (実施方法 。体制)

学校関係者評価において、自己評価結果の客観性、透明性を高め、学校運営の改善
を図る。

業界関係者 3名、卒業生 1名 、監事 1名

学校関係者評価の委員

所属 任期 種別

一般社団法人歯英会 2023.4.1′‐ψ2023.5.25

(任期終了)

業界関係者

一般社団法人歯英会 2023,4.1かΨ2024.3.31

(任期更新)

業界関係者

大阪歯科学院専門学校 同窓会 2023.4.1-2024.3.31

(任期更新 )

卒業生



井関税理士事務所 2023.4。 1-2024,3,31

(任期更新)

監事

一般社団法人歯英会 2023.4.1-2024.3.31

(任期更新)

業界関係者

学校関係者評価結果の公表方法

(ホームページア ドレス又は刊行物等の名称及び入手方法)
「令和 4年度 学校関係者評価報告書」 l干J行物)
請求にて郵送

よる (

c)当該学校に係る情報
(ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法)
httpS://―。odic.ac.jp/



(別紙 )

※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「―」を記載すること。該当する人数が 0人の場合には、「0人」と
記載すること。
*「一」は、個人情報へ配慮するための伏字であり、記載すべき合計値等には一切影響を
与えないことに注意すること。

学校名 大阪歯科学院専門学校

設置者名 一般社団法人 歯英会

1.前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※本表において、第 I区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学
の支援に関する法律施行令 (令和元年政令第 49号)第 2条第 1項第 1号、第 2号、
第 3号に掲げる区分をいう。
※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

2.前年度に授業料等減免対象者 としての認定の取消しを受けた者及び給付奨
学生認定の取消しを受けた者の教

(1)偽 りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け
たことにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

前半期 後半期 年 間

支援対象者 (家計急変

による者を除く)
31人 29人 31人

内

訳

第 I区分 22人 21人

第Ⅱ区分 一人 一人

第Ⅲ区分 一人 一人

家計急変による

支援対象者 (年間)
0人

合計 (年間) 31人

(備考 )



(2)適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃上の区分に該当し
たことにより認定の取消しを受けた者の数

右以外の大学等

短期大学 (修業年限が 2年のものに
限り、認定専攻科を含む。)、 高等

専門学校 (認定専攻科を含む。)及
び専門学校 (修業年限が 2年以下の

ものに限る。)

年 間 前半期 後半期

修業年限で卒業又は修了

できないことが確定
0人 0人 0人

修得単位数が標準単位教
の 5割以下

(単位制によらない専門学校に

あつては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の 5割以下)

0人 0人 0人

出席率が 5割以下その他
学修意欲が著しく低い状況

0人 0人 0人

「警告」の区分に

連続して該当
0人 0人 0人

計 0人 0人 0人

(備考)

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

上記の (2)の うち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、
当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な
い事由があると認められず、遡って認定の効力を失つた者の数

右以外の大学等

短期大学 (修業年限が 2年のものに限り、認定専攻科を
含む。)、 高等専門学校 (認定専攻科を含む。)及び蒋
門学校 (修業年限が 2年以下のものに限る。)

年間 0人 前半期 0人 後半期 0人

(3)退学又は停学 (期間の定めのないもの又は 3月 以上の期間のものに限る。)
の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

退学 0人

3月 以上の停学 0人

年間計 0人



(備考)

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

3,前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給
付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数

停学 (3月 未満の期間のものに限る。)又は訓告の処分を受けたことにより
認定の効力の停止を受けた者の数

3月 未満の停学 0人

訓告 0人

年間計 0人

(備考)

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

4.適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

右以外の大学

等

短期大学 (修業年限が 2年のもの
に限り、認定専攻科を含む。)、

高等専門学校 (認定専攻科を含

む。)及び専門学校 (修業年限が
2年以下のものに限る。)

年間 前半期 後半期

修得単位数が標準単位数

の 6割以下
(単位制によらない専門学校に

あつては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の 6割以下)

0人 0人 0人

GPA等 が下位 4分の 1 0人 0人 0人

出席率が 8割以下その他
学修意欲が低い状況

0人 0人 0人

計 0人 0人 0人



(備考)

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

備考 この用紙の大きさは, 日本産業規格A4と する。



実務経験のある教員等による授業科目の一覧表 (様式2号の1関係)

設置者名   一般社回法人 歯英会

学校名  大阪歯科学院専門学校

学科名 案務経験のある教員等による授業科目名

実務経験のある
教員等による根
業科目の単位
数又は事業時
数

雀令で定める基
準単位数又は

授業時間数

歯科衛生士学科 生理学 16

80

心理学 16

英語 16

歯科英語 16

社会学 32

歯科医療倫理 32

行動科学 32

解剖学 32

生理学 16

病理学 16

日腔解剖学 48

口腔生理学 16

口腔病理学 16

1敷生物学・口腔徹生物学 32

薬理学 歯科薬理学 32

生化学 32

衛生・公衆衛生学 32

衛生行政・社会福祉 32

歯科衛生士概論 16

歯科臨床概論 16

歯科予防処置論 I― I 60

歯科予防処置論 I― 狂 45

歯科保健指導論 I― I 30

歯科保健指導論 I― エ 45

栄養指導 30

歯科診療補助論 I― I 60

歯科診療補助論 I― Ц 9G

社会人マナー 16

看護概論 16

口腔衛生学 48

80

衛星統計学統計学 16

歯科保存学 保存修復学 16

歯科保存学 歯内療法学 16

歯科保存学 歯周病学 16

歯科補綴学 I 16

歯科補綴学工 16

口腔外科学 16

小児歯科学 16

嬌正歯科■ 16

高齢・障害者歯科 48

歯科予防処置論 Ⅱ― I 60

歯科予防処置論エーⅡ 45

歯科保健指導論エー I 30

歯科保健指導論 エーⅡ 45

歯科診療補助論 Ⅱ― I 30

歯科診療補助論 Ⅱ―Ⅱ 90

臨地実習 I 360

介護福祉論 60

歯科予防処置論Ⅲ― I 30

薗科予防処置論皿―Ⅱ 45

歯科保健指導論皿― I 30

歯科保健指導論Ⅲ―Ⅱ 45

歯科診療補助論Ⅲ― I 3C

歯科診療補助論Ⅲ― I 45

臨地実習Ⅱ― I 360

臨地実習エー狂 180

情報処理 45

歯科衛生士学科 合計 2658 240



令和4年度 学校関係者評価報告書

大阪歯科学院専門学校
学校関係者評価委員

一般社団法人歯英会 大阪歯科学院専門学校 学校関係者評価委員は、「令和4年度自己点検。自己評価報告書」の結果に基づいて

学校関係者評価を実施したの、で、下記のとおり報告します。

1,学校関係者評価評価委員

区分

業界関係者    渡瀬 良平
業界関係者    上野 秀和
卒業生     廣島 開
監事 (税理士)  井関 文洋
業界関係者    上垣内 賢一

2令和4年度自己点検。自己評価における学校関係者評価

3総 評

L記 9項 ‖に対し、委 llによる評価は良夕Fであつたことから、大阪 来l科学院専門学校の教育活動、学校連 1守は、慨ね高い水 4生で翠t持されているものとir価する。

一方で、突践的な臨床教育の整備 1寛びに学41の紫カド11をの収和とに対し、常に時代のユーズに即した対応を行い、教育の質の向 Lに、なお 睛の努力を望みます。

令和5年 5ヴ 125日 (木 )

以 li

評価項 目 評価 評価に対する今後の学校の取り組み

1教育理念・目的
育成人材像

・きめ細やかな指導のもと、教育州!念 日標を定め、医療人として真に求め

られる人材の合成に努力している。

・学 4二の多様化に対応できる教十∫体市1、 学習意欲の維持向 にのf来り和lみが

なされている。

社会のニーズをET(まえた、新たな知I識・技術を提供する機会を拡充するとともに、

学生 r,「 1々 の能力に応じた効率的な個別サ岳導などを実施していく。

他行との差別化を図った学校づくりをH指していく。

2学校運営 Jr業「十nF通りに進んでいる。また越営熟t繊やその意思決定の過不rも明らか

1こなつている。

教職,1の意見を採り人れながら学校運営方針を定めている点は紫晴らしい。

教職員一同、法令倫F世に則つた、通切なコンプライアンス体怖1を構築し、

それらを共通ィ意識として失有することで、法令順守を徹底していく。

3.教育活動 IJ家試験の合格本が平均以 ドである。もう少し教育水41を とをげる必要がある。

実践的な技術の獲得、医療人としての人間形成、モラルや学習意欲の問題、

学′lの習熱度など、l杖り和lむ べき課題に取り和とんでいる。

臨床突習を含めた臨床教育の充実、授業の男に解が遅れがちな学生への対応

新
'1llヨ
ロナに対する指導など、教育活動仝体にわたつて評価できる。。

・次は国家試験合格率 100%を 進成できるよう1こ対嫌授業を L大したい。

・学生に対応する時は、必ず複数人のィ″メ職二1で対応する。

・サlttt lll円 学校の心構えや雰チl気をより構 ,夕としていく。

4教育成果 敦名の1可家試験の不合格者力Ч Iている。
'l!山

を分析し指導方法及びメl策

を見lilしたい。

選学の要囚となる学習意欲の低 ドや、成統不良への対策として、,l任等

による定期的なmil炎 が、効米を Lげている。

卒来4iの l,、 療現場での活躍が評価を得て、後輩への求人数は井常に多く

戒職についても問題はない。また、それは、広報活動にもつながっている。

・引き統き、イエ年の十日家試験全す1合格を目指す。

・成イ,l不 二主若に対するhi談や、補習授災・保護者との連妨を通じて、学4:の学習

意欲の向 にをlメ Iり、学力の向 にと選学率の低渉党に努める。

卒業後の動向、業界関係者への情報収突を行い、それらの晴報をれ:学生・

保護考・受験生に提供していく。

5,学生支援 就職支援、学4:‖ 1談、ム子学金制度等、様々な方法で、学生支援を行つている。

クラス■をイ上側度により、学生の構村:的なケアも充実している。

業界のニーズに応えて、卒来生へのサポート体制をより充実して欲しい。

・母子家庭の増加に伴い、各種而談を通して家庭環境を把握し、各学4■こ

応じた適9Jな対応をしていきたい。

・卒柴4iへのFF就職サポートは従来より行っているが、利用者が少ない。

ますまサ
~増
えている業界のニーズに応える為にも十分な対応を行いたい。

・学4Jこ寄り添つた文援をしていく。

6教育環境 定期的な防災滸イ末の実施やAEDの設置など、防災への取りれとみは評価できる。

各教宝や実習室に大
'li空
調機の人れ替えも行い、施設・設備等は充実して

いて、特に問題はない。

多方hiの臨床実習施設との連坊も行われている。

設備・施設にl贅 して、定期的な見亡しと、計眸f的に更新し充実させていく。

社会のニーズに合わせた、臨床突習ができるよう1こ、突習施設の充実を図る。

7学生募集と受け入れ ・大阪府 tl修学校各卜積学校連合会の規定や法令に則り、適切に学生:募集が
行われている。

学校見学会の参加者からIH願に槃がり、早サ切に募集定11に ,こしている。

・高校4:の視点に立った学生募集活動を行っている。

・本校の教育成米を含めた具体的な lll報を提示することで、本校の魅力を伝える。

高校生・f葛校の教,1側が求めているrf搬を開示し、他校との差別化をメIる。

・学校見学会参加帝から評価の高い在校ノLの学校兄学会のお手伝いを

今後も「1様に続けていく。

・学校のホームページの充実を図っていく。

8財務 ・F十人企もなく、健企な学校経営により安定した財務)(継を築いている。

・厳しい学4:赤朱状況が続くことにより、財務)(継が弱体化する恐れもあるため、

安定した単生のllr保と退学防耐:及びイヽ卜rtlll減になお 層努める必要がある。

健企な学校経営を孝lと持するとともに、学生募集の強化、れ:校生の選学率

の低減、イヽ卜費削減に努める。

設備の定期的な更層「のためにも言卜ll iを 立て、十分4上備をしておく必要がある。

9.法令等の遵守 ・自己点検・白己評価を行うと共に、それらの情報を公椰Hする必要がある。

・個人情報保護法にすよづき、厳 Tとな管
'ユ

体制となつている。

・コンプライアンスイζ進体制の強化がマlまれる。

法令遵守にあたつては、企教職fiがコンプライアンスの徹l氏に今後も

なお ´層努めていく。



今 和 4年 度

「高 等 教 育 の 修 学 支 援 新 制 度」

申 請 書 類

・様式第2号の I―②

・様式第2号の2-②

・様式第 2号の 3

・様式第2号の4-②

・様式第2号の4-② (別紙)

・学校関係者評価報告書



様式第2号の1-② 【(1)実務経験のある教員等による授業科目の配置】

※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第 2号の 1
-①を用いること。

学校名 大阪歯科学院専門学校
設置者名 一般社団法人 歯英会

1.「実務経験のある教員等による授業科 目」の数

課程名 学科名

夜間・

通信

制の

場合

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数

省令で定める

基準単位教又

は授業時教

配

置

困

難

歯科衛生士専門

課程

歯科衛生士学科
夜 。

通信
2,658時間 240 HttF日弓

復 ・

通信

夜 ・

通信

夜 ・

通信

(備考)

2.「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法

歯科衛生士専門課程 歯科衛生士学科
https://www.odic.ac.jp/c01lege

3.要件を満たすことが困難である学科
学科名

(困難である理由)



様式第 2号の2-② 【修卜②外部の意見を反映することができる組織への外部人
材の複数配置】

※ 様式第2号の2-①に掲げる法人以外の設置者 (公益財団法人、公益社団法人、医療法
人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等)は、この様式を用いること。

学校名 大阪歯科学院専門学校

設置者名 一般社団法人 歯英会

1。 大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織
名称 一般社団法人歯英会理事会

役割

この法人は、歯科医療従事者の育成に関する事業を行い、歯科医療

に寄与することを目的とする。その目的を達成するため、歯科衛生士

を養成する学校の設置及び管理運営 (業務執行の決定、監督等)を行
う。

理事会では、上記の運営を遂行するための協議を行っている。

2,外部人材である構成員の一覧表
前職又は現職 任期 備考 (学校と関連する経歴等)

上野医院 院長
(1973,10,1～ 1989。 11,30)

1988.5.22-
2023,3,31

臨床現場での専門的な知見を有

する。

京都医療技術専門学校

非常勤講師

(2010.4.1～ )

2007.5。 24-
2023.3.31

学校運営・教育現場に対する専門

的な知見を有する。

税理士事務所経営

(1997.4.1～ )

2020.4.1-

2023.3.31

財務体制に対する専門的な知見

を有する。

(備考)



様式第2号の3【 (引厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】

学校名 大阪歯科学院専門学校

設置者名 一般社団法人 歯英会

O厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要
1.授業科 目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法
や基準その他の事項を記載 した授業計画書 (シラバス)を作成し、公表 し

ていること。

(授業計画書の作成 。公表に係る取組の概要)

教務会において毎年度シラバス作成会議を開催し、各教科の重点課題について協議
を行う。教務主任及び教科担当者は 【シラバス作成に係る取り組み】の重点課題を踏
まえた上でシラバスを作成し、年間授業計画案を作成する。
新入生には入学後のオリエンテーションにて説明し、在校生には年度の始業日に説
明 している。

【シラバス作成に係る取り組み】
。一般目標 。到達目標
・成績評価の方法・基準
・教育項目について
。授業内容
・教科書の選定
。授業スケジュール
・担当教員の選定
。その他の必要事項

授業計画書の公表方法

「シラバス (刊行物 )」 第 1学年・第 2学年 。第 3学年「年
間授業時間割 (刊行物 )」 「月別時間割 (刊行物)」 による公

表 (事務所内にて閲覧可、請求により郵送)

2.学修意欲の把握、試験や レポー ト、卒業論文などの適切な方法により、
学修成果を厳格かつ適正に評価 して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。



(授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要)

単位の認定は、単位認定試験及び実習試験、ならびに平素の成績により行つている。
また、歯科衛生士養成所指定規則別表の備考に定める大学、高等専門学校、養成施設
に存学していた者に係る単位の認定については、本人からの申請に基づき、個々の学
修内容を評価し、本校における教育内容に該当すると認められる場合には、総取得単

位数の 2分の 1を超えない範囲で本校における履修に替えている。
l単位の授業時間数は、講義及び演習については 15時間から30時間、実習及び実技
については 30時間から 45時間の範囲で定めている。臨地実習については、1単位を
45時間の実習をもつて構成している。

試験の方法は、授業を行った企科目並びに実習について、毎学期の終わりに行い、
その成績評価は、優 80点以上 良 70点以上 可 60点以上 不可 59点以下として、
優、良、可は合格、不可は不合格としている。単位認定試験及び実習試験の成績に不

合格の学科目がある者に対しては、再試験を行つている。但し、各学科目の授業時間

数の 3分の 1以上欠席した者及び所定の学費を完納しない者は、試験を受けることが
できない。

上記の学則等により、単位授与または履修認定の厳格かつ適正な実施を行っている。

3 ,成績評価において、GPA等 の客観的な指標を設定し、公表するとと
もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施 していること。
(客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要)
全科目の試験サ点数の総合計点により成績順位を設け、総合計J点の平均J点及び成績下

位者 (下位 1/4者)を把握している。
また、出席及び欠席等も一覧表に纏めて把握している。

学年度末には、学生本人及び保護者に成績表を送付し、全科目の成績、取得単位数、
総合計点、成績順位、出席すべき日数、欠席日数等を記載連絡している。

客観的な指標の

算出方法の公表方法

「学則」
http://dll.dl.sua.jp/d1/28335-

64ad9a6ecc9d66b5f710c72a46c95cd6

4.卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施 して
いること。



(卒業の認定方針の策定 。公表・適切な実施に係る取組の概要)
進級及び卒業の認定は、単位認定試験の成績、出席状況ならびに平素の成績につい

て評定の上、教務会の議を経て学校長が行う。

第 1学年において履修すべき単位のうち、4単位を未取得の者は留年とする。第 2学
年において履修すべき単位のうち、3単位を未取得の者及び第 1学年と第 2学年にお
いて履修すべき単位のうち、通算して4単位を未取得の者は留年とする。第 3学年に
おいて履修すべき総単位のうち、 1単位でも未取得の単位があるものは留年とする。
上記所定の課程を修了したと認めた者には卒業を認定する。

卒業の認定に関する

方針の公表方法

「学貝J」
http://dll.dl,sua.jp/d1/28335-

64ad9a6ecc9d66b5f710c72a46c95cd6



様式第2号の4-② 【仏)財務。経営情報の公表 (専門学校)】
※専門学校は、この様式を用いること。大学。短期大学。高等専門学校は、様式第 2号の4
-①を用いること。
学校名 大阪歯科学院専門学校

設置者名 一般社団法人 歯英会

1.財務諸表等
財務諸表等 公表方法

貸借対照表
「一般社団法人歯英会 決算書類 (刊行物)」 によ

る公表 (事務所内にて閲覧可、請求により郵送)

収支計算書又は損益計算書 同 上
財産 目録 同 上
事業報告書 同 上
監事による監査報告 (書 ) 同 上

2.教育活動に係る情報
①学科等の情報

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

医療
歯科衛生士専

門課程
歯科衛生士学科

平成 6年文
部科学省公

示第 84号

修業

年限
昼夜
全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数

開設している授業の種類

講義 演習 実習 実験 実技

3

年

昼 2, 658

単位

1,263

単位時間

/単位

単位時間

/単位

1,395

単位時間

/単位

単位時間
/単位

単位時間

/単位

2,658単位時間/単位

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数

150人 161人 人 7人 42人 49人

カヅキュラム (授業方法及び内容、年間の授業計画)

(概要)「シラバス」第 1学年・第 2学年・第 3学年 (刊行物 )
「年間授業時間割」 「月別時間割表J(刊行物)

教務会においてシラバス作成会議を開催 し、各教科の重点課題について協議を行

う。教務主任及び教科担当者は上記の重点課題を踏まえた上でシラバスを作成し、年

間授業計画案を作成する。

新入生には入学後のオリエンテーションにて説明し、在校生には年度の始業日に説

明している。

成績評価の基準・方法

(概要)「学則」
http://dll,dl,sua.jp/d1/28335-64ad9a6ecc9d66b5f710c72a46c95cd6

(授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要)

単位の認定は、単位認定試験及び実習試験、ならびに平素の成績により行つている。
また、歯科衛生士養成所指定規則別表の備考に定める大学、高等専門学校、養成施設
に存学していた者に係る単位の認定については、本人からの申請に基づき、個々の学

修内容を評価 し、本校における教育内容に該当すると認められる場合には、総取得単



位数の 2分の 1を超えない範囲で本校における履修に替えている。
1単位の授業時間数は、講義及び演習については 15時間から30時間、実習及び実技
については 30時間から45時間の範囲で定めている。臨地実習については、1単位を
45時間の実習をもつて構成している。
試験の方法は、授業を行った全科目並びに実習について、毎学期の終わりに行い、

その成績評価は、優 80点以上 良 70点以上 可 60点以上 不可 59点以下として、
優、良、可は合格、不可は不合格としている。単位認定試験及び実習試験の成績に不

合格の学科目がある者に対しては、再試験を行っている。但し、各学科目の授業時間

数の 3分の 1以上欠席した者及び所定の学費を完納しない者は、試験を受けること
ができない。

上記の学則等により、単位授与または履修認定の厳格かつ適正な実施を行っている。

卒業・進級の認定基準

(概要)「学則」
http://dll.dl.sua.jp/d1/28335-64ad9a6ecc9d66b5f710c72a46c95cd6

進級及び卒業の認定は、単位認定試験の成績、出席状況ならびに平素の成績につい

て評定の上、教務会の議を経て学校長が行 う。

第 1学年において履修すべき単位のうち、4単位を未取得の者は留年とする。第 2
学年において履修すべき単位のうち、3単位を未取得の者及び第 1学年と第 2学年に
おいて履修すべき単位のうち、通算して4単位を未取得の者は留年とする。第 3学年
において履修すべき総単位のうち、 1単位でも未取得の単位があるものは留年とす
る。
上記所定の課程を修了したと認めた者には卒業を認定する。

学修支援等

(概要)ク ラス担任制、個別面談、三者懇談等を行い、きめ細やかな学習支援を行つ
ている。

卒業者数、進学者数、就職者数 (直近の年度の状況を記載 )

卒業者数

m歳州 (

0人
0%)

49人

(100%) (

0人
0%)

(主な就職、業界等 )

(就職指導内容)

(主な学修成果 (資格 。検定等))

(備考)(任意記載事項 )



中途退学の現状

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率

161人 3人 1.9%
(中途退学の主な理由)

進路変更、病気

(中退防止 。中退者支援のための取組)

学生のさまざまな悩みに対応する為にクラス担任制及び相談窓日を設け、個人面
談・三者面談等を行っている。
また、学生の出席状況、成1績等を把握し、学生に働きかけている。



②学校単位の情報
a)「生徒納付金」等

b)学校評価

学科名 入学金
授業料

(年間)
その他 備考 (任意記載事項)

歯科衛生士

学科
200,000円 550,000円 250,000円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

修学支援 (任意記載事項)

自己評価結果の公表方法

(ホームページア ドレス又は刊行物等の名称及び入手方法)
「2019年度 自己′点検 。自己評価」 l千1行物)
請求にて郵送

学校関係者評価の基本方針 (実施方法 。体制)

学校関係者評価において、自己評価結果の客観性、透明性を高め、学校運営の改善
を図るc

業界関係者 2名、卒業生 1名、監事 1名 、理事 1名

学校関係者評価の委員

所属 任期 種別

一般社団法人歯英会 2022.4.1-2023.3.31

(任期更新)

業界関係者

一般社団法人歯英会 2022.4.1-2023.3.31

(任期更新)

業界関係者

大阪歯科学院専門学校 同窓会 2022.4.1-2023.3.31

(任期更新)

卒業生

井関税理士事務所 2022,4,1-2023,3.31

(任期更新)

監事

一般社団法人歯英会 2022.4.1-2023.3.31

(任期更新)

業界関係者

学校関係者評価結果の公表方法

(ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法)
https://―.odic.ac.jp/

第二者による学校評価 (任意記載事項 )



c)当該学校に係る情報
(ホームページア ドレス又は刊行物等の名称及び入手方法)
https://www.odic,ac,jp/

備考 この用紙の大きさは, 日本産業規格A4とする。



(別紙 )

※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「―Jを記載すること。該当する人数が 0人の場合には、「0人」と
記載すること。
*「一」は、個人情報へ配慮するための伏字であり、記載すべき合計値等には一切影響を
与えないことに注意すること。

学校名 大阪歯科学院専門学校

設置者名 一般社団法人 歯英会

1.前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※本表において、第 I区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学
の支援に関する法律施行令 (令和元年政令第 49号)第 2条第 1項第 1号、第 2号、
第 3号に掲げる区分をいう。
※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

2.前年度に授業料等減免対象者 としての認定の取消 しを受けた者及び給付奨
学生認定の取消しを受けた者の数

(1)偽 りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け
たことにより認定の取消しを受けた者の数

年 間 0人

前半期 後半期 年間

支援対象者 (家計急変

による者を除く)
37人 37人 38人

内

訳

第 I区分 23人 21人

第Ⅱ区分 一人 一人

第Ⅲ区分 一人 一人

家計急変による

支援対象者 (年間)
0人

合計 (年間) 38人

(備考)



(2)適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し
たことにより認定の取消しを受けた者の数

右以外の大学等

短期大学 (修業年限が 2年のものに
限り、認定専攻科を含む。)、 高等

専門学校 (認定専攻科を含む。)及
び専門学校 (修業年限が 2年以下の

ものに限る。 )

年間 前半期 後半期

修業年限で卒業又は修了

できないことが確定
一人 0人 0人

修得単位数が標準単位数
の 5割以下

(単位制によらない専門学校に

あつては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の 5割以下)

0人 0人 0人

出席率が 5割以下その他
学修意欲が著しく低い状況

0人 0人 0人

「警告」の区分に

連続して該当
0人 0人 0人

計 一人 0人 0人

(備考)

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

上記の (2)の うち、学業成績が著 しく不良であると認められる者であって、
当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等

短期大学 (修業年限が 2年のものに限り、認定専攻科を
含む。)、 高等専門学校 (認定専攻科を含む。)及び蔚
門学校 (修業年限が 2年以下のものに限る。)

年 間 0人 前半期 0人 後半期 0人

(3)退学又は停学 (期間の定めのないもの又は 3月 以上の期間のものに限る。)
の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

退学 0人

3月 以上の停学 0人

年間計 0人



(備考)

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

3.前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給
付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数

停学 (3月 未満の期間のものに限る。)又は訓告の処分を受けたことにより
認定の効力の停止を受けた者の数

3月 未満の停学 0人

訓告 0人

年間計 0人

(備考)

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

4.適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

右以外の大学

等

短期大学 (修業年限が 2年のもの
に限り、認定専攻科を含む。)、

高等専門学校 (認定専攻科を含

む。)及び専門学校 (修業年限が
2年以下のものに限る。 )

年間 前半期 後半期

修得単位数が標準単位数
の 6割以下

(単位制によらない専門学校に

あつては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の 6割以下)

0人 0人 0人

GPA等 が下位 4分の 1 0人 0人 0人

出席率が 8割以下その他
学修意欲が低い状況

0人 0人 0人

計 0人 0人 0人



(備考)

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

備考 この用紙の大きさは, 日本産業規格A4とする。



令和3年度 学校関係者評価報告書

大阪歯科学院専門学校

学校関係者評価委員

一般社団法人歯英会 大阪歯科学院専門学校 学校関係者評価委員は、「令和3年度自己点検。自己評価報告書」の結果に基づいて

学校関係者評価を実施したの、で、下記のとおり報告します。

1学校関係者評価評価委員

区分

業界関係者    渡瀬 良平
業界関係者    上野 秀和
卒業生     廣島 開
監事 (税理士)  井関 文洋
業界関係者    上垣内 賢一

2令和3年度自己点検・自己評価における学校関係者評価

3総 ir

tを記9■〔+1に対し、委し1によるff“Iは良攻卜であったことから、大阪 ィ1科学院ギ打W学校の教育活動、学校運 |キは、慨ね高い水耳tで和t持されているものとir価する。

方で、実践的な臨床教イドの推l'並 びに学4:の学力向 二の引ズ和とに対し、常に‖十代のニーズに封〕した対応を行い、孝・(育の質の向 にに、なお 肘の努力をtブlみます

令和 `1旬
t5)!261,(木

)

以 イを

評価項目 評価 評価に対する今後の学校の取り組み

1教育理念・目的
育成人材像

きめ紳やかな指導のもと、教育
'世

念・ 14Rを定め、医療人としてゲこに求め

られる人材の子コ成に努力している。

・'卜4:の多様化に対応できる教育 ll、市1、 学習よ欲の維|1向 !iの取り和とみが

なされてヤヽる。

社会のニーズを踏まえた、新たな匁1識・伎,仔を提,(する機会を拡充するとともに、

・卜4:,1々 の能力に,よじた効率的な‖1別 1掃導などを突施していく。

他行との,=別化をIXIった学校づくりを‖指していく。

2学校運営 ・事災ドドf通りに辻んでいる。また連|キ和と紋やその意思決定の過rともり|らか

になっている。

・教職 11の意見を採り入れながら学校ょ上tギキ方金|を定めている′ギミは家‖,iら しい。

教職,1‐「1、 法令倫到!に則つた、道りJなコンプライアンスllヽ制を柑奥し、

それらを共通意識として共イ「することで、法令I慣守を徹底していく。

3教育活動 ・1司家 I式験の合格率が r`均以 1:である。このままのアゥk育水 4七を保ちたい。

・実践的な技術の獲得、医療人としての人‖1形成、モラルや学 lJと欲σメ

"た

Yl、

学4iの (J熟度など、llxり甜[王」ヽべきR末題に日文り組んでいる。

・臨床突習を含めた脇t'床教イドの充実、授
イたのダと解が避れがちな学生への対応

新型ヨロナに対する指導など、教育lT rlザ Jttllヽ にわたつて評価できる。。

・次はI可家試験
/｀
格率 100%を丈と成できるように対策授業を に大したい。

・学4:に対応する時は、必ず複数人の孝
l(耳壮,1で対応する。

・職業 イ世l学校の心構えや赤四気をより|‖1楽していく。

4教育成果 lィtイ,σ州J家試験の4く合格考が|||ている。
'l山
を分析し指導方法及び対策

を見 |イにしたい。

・選学の要囚となる学 り́よ欲の l氏 ドや、成績不良への対策として、4町■等

に、える定期的なhi談が、効米を にげている。

・卒業4:の た療丁)と場での活どl,が評mFを得て、後輩への水入放は非常に多く

ち光職についても‖1題はない。また、それは、広報活動にもつながつている。

引き統き、イr年の旧家 I武験企11合格をH指す。

成llt不 史者に対するhi談や、柿■
l授
来 保護者との大l携を通じて、学ノLの r´背

意欲の向 tiを図り、学力の向 にと退学卒のlr、減に努める.

卒業後の動向、業界 )l係十へのドfl(収 集を行い、それらの‖f報を在学4:・

l本護若・受験生に提供していく。

5,学生支援 ・就職支援、学4:11談 、ナ'学企桁!度等、様
々な方法で、学4i支援を行っている。

クラス+!lT制 度により、学生の米fi糾 f的なケアも充実している。

業界のニーズに応えて、卒柴生へのサポート体柿1を、たり充実して欲しい。

|サ r家庭の引力‖に伴い、各下礎h占 /たを通して家庭燃境を把」とし、各学生に

,ざじた適りlな対応をしていきたい。

卒業4iへの ll就職サポートは従来より行つているが、利川者が少ない。

ますますナⅢlえている業界のニーズに応える為にも十分な対応を行いたい。

学生に寄り添った支援をしていく。

6教育環境 ・定期的な1方災,訓練の実施やAけ Dの設世など、|,ブザ災への取り村をみは下F価できる。

・施設・1設備等は充実し、特に問題はない。

多方 俯の臨床実習施設との連携も行われている。

設備・施股に関して、定期的な兄「
Iた

しと、抒1両的に史九
‐
,し充奥させていく。

キL会のエーズに今わせた、臨床突 J́ができるように、突習施設の充実を ,く る。

7学生募集と受け入れ 大り又府ギF修学校各 ffl学校逆合会の再と定や法令にケ‖り、適りJに学生募 llが

行われている。

・学校歩と学会の参力‖者から子II,liに繁がり、早別に赤イt定す1にナユしている。

高校生の拠点に立った学生募集活 !〔l)lを行つている。

本校のアゼ〔古,成果を含めた具 l′↑、的な情報を提示することで、本校の魅力を伝える。

高校生・ 'l校の数Ⅲl側が求めている脂林kを ,百示し、他校とのた別イとを ズlる。

'卜校見学会参力‖者からヽ r価の「 いヽ在校4:の学校ケと学会のお手伝いを

今後t)「可様に統けていく.

学校のホームページの充実を|∠ |っ ていく。

8財務 ・4ヤ人企もなく、健企な学校経営により安定した∫″務りI(盤を築いている。

・厳し▼V半 /に募集状況が統くことにより、∫‖務
'(盤

が弱 rl、化する恐れt)あるため、

安定した学4iの「rl保 と,[や学防止及び経費肖1滅になお ll′ l努める必要がある。

後L全な学校経ギ|を維持するととt)に、学ノLttlた のJ4化、在校′Lの状111´率

のlF、》売、経費削減に努める。

設備の定期的な〕I新のためにもF両を立て、十分準,「をしておく必要がある。

9,法令等の遵守 白己点検・自己ir価を行うと共に、それらのrf報を公 ,llす る必咬がある。

・fl'l人 情報保 生F法に基づき、厳 Tlな竹 ,I!lイ、伸|となっている。

・コンプライアンス推進 l木制のJa化がイζまれる。

法令巡守にあたつては、企教職 11がコンプライアンスの徹底に今後も

なお 肘多ぢめていく。


